
現在のJOA、
そして日本のオリエンテーリング
－ビジョン、目標、具体方策－

日本オリエンテーリング協会

専務理事 村越真
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JOAの組織（中央）

• 会長：長谷川純三
• 副会長：久保喜正、橘直隆
• 専務理事：村越真
• 理事会

– 現在理事会は年３回（６月、１２月、３月）開催

– 理事会は、定款によって総会の権限とされたこと（事業計画、予算、
事業報告、決算等）以外の事項を討議し、執行することを任務

– 現在はブロックの代表理事各１名（首都圏は２名）９名と学識経験者
６名の計１５名

• 総務会と委員会
– ９つの委員会と日常の組織と活動強化のための「総務会」が２月に１
回程度開催。
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JOAの財政
• 予算規模：約２２００万円

5,874 4,400 4,200 3,825 1,200390268
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指導員養成

会費

競技会参加費

委員会事業

競技者登録

賛助会員

その他売り上げ

7,550 4,500 4,352 3,500 1,050300
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管理経費

組織育成

委員会事業

競技会運営

会費等（含む役員派遣）

指導者登録
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委員会組織

組織強化に関すること橘直隆組織強化

地図に関すること尾上俊雄地図

競技に関すること尾上俊雄競技専門

日本（愛知）開催に向けた日本代表選手の強化宮川達哉強化

協会の会員、委員会と連携し、様々なレベルのオリエンティア、指
導者、会員、関係団体および一般社会に必要な情報を提供す
る

小野盛光広報

資金調達および今後の財務のあり方（財務の健全化）を検討する。船橋 昭一財務

普及方策の検討やそれに伴う規定の整備。オリエンテーリング教
育・指導方法の検討

村越真普及教育

スキーＯに関する国内規定の整備、普及方策の検討、指導者の養成。
世界選手権代表選手の特別強化、選考・指定、国際大会への派遣。

武石雄市スキーＯ

進展期にあるわが国でのトレイルOの普及方策の検討、関連する
規則・規程、実施基準などの策定と整備、定着。

小山 太朗トレイルO専門
主たる任務委員長委員会名
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クラブ

JOAの会員組織

会員会員

クラブ
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クラブ クラブ
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クラブ

指導者 指導者
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競技者

会員

組織の現状

JOA
指導員
普及員

コントローラ…

学生連盟・中高校生 大 会

指導場面
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オリエンテーリング界の資産

トップアスリート 世界レベルでは不十分
他ODSに参入、
高いパフォーマンス

地図

地域・大学クラブ

PC(常設コース）

指導者 組織運営に活動

全国６００のコース

OD界最高の地図

高いイベント運営力

対内・対外指導力は十分？

利用者ニーズにマッチ？

不十分な普及活動

汎用性・知名度？
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アウトドアにおける位置づけ

組織キャンプ

ファミリーキャンプ

登山

クライミング

アドベンチャーR

オリエンテーリング

MTB

トレイルラン

生涯スポーツ体系
アスレティック
アウトドア

８



トータルスポーツ・オリエンテーリング

心理的効果

スキルの獲得

身体的効果

健康・体力維
持

体力・競技
力向上

ナヴィゲーション 危機管理・情報処理

たくましさ・やすらぎ

自然
地図
走歩

ＡＤＲ・ＯＬ

一般

登山・ハイキング

学校教育

野外活動施設
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ビジョン

愛好者の満足とQoLの向上

社会的知名度の向上 愛好者の増加

ライフ・スキル
アウトドアの基本

質の高い大会
帰属の場

段階的な参加の場

ニーズにあったイベント
地域の受け皿
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活動の方向性

魅力ある質の高い大会

アウトドア界の中核
の自覚とアクション 多様で参加しやすい大会

よい地図、よいコース、
それだけ？

多様な「初心者」への対応
地域の重要性

他ODSとの
クロスオーバー

質の高い指導者
高いクラブアクティビティー
愛好者による構成
対外広報
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What can we do together?

• 質の高い、役に立つ講習会の開催
• 普及（愛好者の増加）
• 質の高い大会の開催
• トップ選手の養成
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